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還
暦　

相
良
村

相
良
南
小
学
校　

六
年　

緒
方　

寿
乃

　

相
良
村
は
、
旧
四
浦
村
と
川
村
が
合
併
し
て
六
十
年
を
む
か
え
ま

す
。
私
の
祖
母
は
、
川
村
小
学
校
へ
入
学
し
、
相
良
南
小
学
校
を
卒

業
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
頃
合
併
す
る
際
、
村
名
を
何
に
す
る
か
募

集
し
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
は
相
良
藩
か
ら
名
前
を
も
ら
お
う
と

い
う
こ
と
で
「
相
良
村
」
に
決
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
最

近
、
村
長
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
話
も
聞
き
ま
し
た
。「
相
良
村
と
い
う

名
前
に
は
、
四
浦
村
の
人
た
ち
と
川
村
の
人
た
ち
が
仲
良
く
す
る
よ

う
に
と
い
う
意
味
を
込
め
ら
れ
た
。」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
私

は
そ
の
話
を
聞
い
て
な
る
ほ
ど
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
去
年
私
た
ち

は
、相
良
北
小
学
校
の
六
年
生
と
芦
北
青
少
年
の
家
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
協
力
し
て
二
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
相
良
村
の
名
前

に
こ
も
っ
て
い
る
思
い
が
今
で
も
私
た
ち
に
働
い
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。

　

さ
て
、
相
良
村
は
今
年
で
人
間
の
歳
で
い
う
と
六
十
歳
。
還
暦
を

最
優
秀
賞

子
ど
も
達
の
村
を
愛
す
る
心
を
称
え
て記

念
作
文
表
彰

記念作文の最優秀賞、優秀
賞に輝いた小中学生７名が
表彰されました。代表して
緒方寿乃さん（永江）が作文
を発表しました。

大きな声で作文を読む緒方さん

式辞を述べる德田村長

村 の 還 暦 を 祝 し て
相良村誕生 60 年記念式典

　

昭
和
31
年
９
月
１
日
、
四
浦
村

と
川
村
が
合
併
し
て
相
良
村
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
と
し
は
、
誕
生

60
年
の
記
念
す
べ
き
年
。
そ
れ
を

祝
し
、
式
典
が
10
月
22
日（
土
）に

総
合
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
に
は
、
近
隣
市
町
村
の
首
長

を
は
じ
め
、
国
会
議
員
や
県
議
会

議
員
、
村
民
ら
お
よ
そ
１
８
０
人

が
出
席
。
国
歌
斉
唱
の
後
、
德
田

正
臣
村
長
が
「
２
つ
の
村
が
相
携

え
て
良
く
な
る
村
に
と
、
願
い
を

込
め
て
名
づ
け
ら
れ
た
『
相
良

村
』。
先
人
の
想
い
を
継
承
し
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

村
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
村
民
の
皆
様
の
力
に
敬
意

を
表
し
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」

と
式
辞
。
友
田
政
春
村
議
会
議
長

も
「
昭
和
38
年
か
ら
３
年
続
い
た

大
洪
水
や
、
川
辺
川
ダ
ム
問
題
な

ど
、
村
は
多
く
の
苦
労
を
経
験
。

そ
の
中
で
発
展
を
遂
げ
、
築
い
て

き
た
歴
史
と
文
化
を
次
に
つ
な
げ

て
い
く
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

歩
み
を
た
ど
り
、

　
　
踏
み
出
し
た
新
た
な
一
歩
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迎
え
ま
す
。
還
暦
は
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
歳
で
も
あ
り
ま
す
。
相

良
村
も
こ
の
年
を
節
目
と
し
て
今
よ
り
も
っ
と
良
い
村
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
私
の
中
で
の
相
良
村
と
い
え
ば
何
よ
り
も
自
然
豊
か
な

村
な
の
で
す
。
相
良
村
が
百
周
年
を
む
か
え
た
時
も
今
の
ま
ま
の
自

然
豊
か
な
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
登
下
校
の
と
き

石
坂
の
上
か
ら
私
の
住
ん
で
い
る
永
江
地
区
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
山
と
川
と
田
畑
と
、
青
一
色
の
自
然
の
中
に
雨
宮
神
社
の
森
が

ポ
ッ
コ
リ
と
そ
び
え
て
い
ま
す
。私
の
大
好
き
な
風
景
の
一
つ
で
す
。

学
校
か
ら
帰
り
目
に
入
っ
て
く
る
こ
の
景
色
に
う
っ
と
り
し
ま
す
。

「
あ
あ
、
相
良
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
。」
と
、
そ
の
時
思
う
の
で
す
。

　

私
が
次
に
思
う
こ
と
は
人
が
今
よ
り
増
え
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
、
五
千
人
を
切
っ
て
い
ま
す
。
次
第
に
子
ど
も
が
少
な
く

な
り
高
齢
の
方
が
増
え
て
い
く
と
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
。
若
い
人
が
残
っ
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
増
え
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
働
く
場
所
が
必
要
で
す
。
農
業
で
も
工
業
で
も

商
業
で
も
何
で
も
い
い
か
ら
相
良
村
に
働
く
場
所
が
増
え
た
ら
良
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
私
は
、
よ
そ
か
ら
の
人
が
相
良
村
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ

ろ
う
と
興
味
を
持
っ
て
来
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
住
む
永
江

に
は
雨
宮
神
社
が
あ
り
ま
す
。
私
の
祖
父
に
聞
き
ま
す
と
、
遠
く
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
が
雨
宮
神
社
を
訪
れ
て
い
て
、
何
で
も
夏
休
み
の

間
だ
け
で
、
お
賽
銭
が
数
万
円
も
あ
が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
雨
宮

神
社
だ
け
で
な
く
相
良
村
に
は
、
北
岳
神
社
も
四
浦
初
神
神
社
も
十

島
観
音
も
井
沢
権
現
も
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
、

よ
そ
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
見
に
来
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
か

ら
川
辺
川
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
何
と
い
っ
て
も
川
辺
川

は
日
本
一
の
清
流
で
す
。
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
鮎
つ
り
の
他
に
も
、
こ

の
す
ば
ら
し
い
川
辺
川
を
使
っ
た
観
光
が
生
ま
れ
、
す
ば
ら
し
さ
を

発
信
で
き
た
ら
最
高
で
す
。
相
良
村
が
還
暦
を
む
か
え
ま
し
た
。
今

が
チ
ャ
ン
ス
。
今
以
上
の
す
ば
ら
し
い
村
と
な
れ
る
よ
う
に
、
み
ん

な
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　金子恭之代議士ら 5名が祝辞を述べ
ました。金子氏は「この 60 年は、高
度経済成長を経験し、現在は少子高齢
化などの課題がとりまく激動の時代。
特性を生かした村づくりが重要になっ
ている。相良村は『相』性が『良』く
なる『村』を打ち出した素晴らしい村。
これからも村民が愛する村を守り続け
てほしい」と願いの言葉を述べました。

　村政や教育、農業など様々な分野で
村づくりに寄与した 170 人に感謝状が
授与されました。
　受賞者を代表し、元相良村消防団長
の吉松利則さん（上川上）が謝辞を述べ
ました。吉松さんは「私達が安全安心
に暮らせることに感謝し、なおいっそ
うより良い村にしていただきたい」と
期待を寄せました。

　村では誕生 60 年を記念し、独自のデザイン
を施した「ご当地ナンバープレート」を先着 60
枚限定で作成しました。その第一号は白石栄子
さん（中央）の手に。川辺川のアユとかわいいサ
ガラッパのデザインに白石さんはご満悦の様子
でした。

祝辞を述べる金子氏

ナンバープレートを手に
笑顔の白石さん

四浦和紙でできた感謝状を
受け取る受賞者

謝辞を述べる吉松さん

村のさらなる発展を願い、
声高らかな万歳三唱で閉幕

村 の 還 暦 を 祝 し て
相良村誕生 60 年記念式典
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や
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唱
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、
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が
「
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の
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が
相
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え
て
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く
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を
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、
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の
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の
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を
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し
、
い
つ
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で
も
住
み
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け

た
い
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」

と
式
辞
。
友
田
政
春
村
議
会
議
長

も
「
昭
和
38
年
か
ら
３
年
続
い
た

大
洪
水
や
、
川
辺
川
ダ
ム
問
題
な

ど
、
村
は
多
く
の
苦
労
を
経
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そ
の
中
で
発
展
を
遂
げ
、
築
い
て

き
た
歴
史
と
文
化
を
次
に
つ
な
げ

て
い
く
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

来賓祝辞

村政功労者表彰

原付バイクご当地ナンバープレートを交付
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第１回

子どもたち
　歓喜！

村一番のフードファイター
はだれだ？

早食い大会

ジュウオウジャーショー
さがら
　産業
　文化祭

相
良
村
誕
生

　
　

60
年
記
念

塚
原
哲
平

①

③

②

⑤

⑧

⑩

⑪ ⑪ ⑪

⑨

⑦ ⑥

④

10 月 22 日（土）・23 日（日）、記念すべき
第１回さがら産業文化祭が開幕。
あいにくの雨でしたが、細川たかしさん
の歌謡ショーをはじめ、たくさんの催し
に村内外から多くの人が訪れ、にぎわい
をみせました。

100人を超すひょっとこが圧巻のパフォーマンス　日向ひょっとこ踊り肥後笑福会
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細
川
た
か
し

五い
そ

か

わ

十
川
ゆ
き

⑯

⑰⑱

⑯

⑬

⑫

⑭

⑮ ⑯

①１日目のメーンゲストは村出身の演歌歌手、
　塚原哲平さん
②祭関係者らによるテープカットで幕開け
③塚原さんの凱旋ライブに会場から
　惜しみない声援
④村森林組合による豪快な林業機械の実演
⑤丸太切り大会　力の加減が難しい
⑥暁園児のかわいいエイサー
⑦なつめ鼓隊のにぎやかな演奏
⑧あざみ園児は和太鼓とキッドビクスの
　コラボで魅せる
⑨南小学校音楽部によるきれいな合奏
⑩北小学校児童が歌声を響かせる
⑪総合体育館には様々な芸術品が並ぶ
⑫生け花と大正琴のコラボで「和」を表現
⑬手話ダンスサークルの表現力はお見事
⑭ JA女性部の異国情緒あふれるフラダンス
⑮相良村婦人会は「飲酒運転撲滅音頭」で
　会場にメッセージを伝える
⑯活気づく出店の料理に、酒も箸も進む
⑰細川たかしさんが往年の名曲を歌い上げる
⑱五十川ゆきさんの美しい演歌に酔いしれる

100人を超すひょっとこが圧巻のパフォーマンス　日向ひょっとこ踊り肥後笑福会
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相良ブランディング通信

出場者が獲得し、上位を総なめにしました。
　川上製茶・山村製茶と南稜高校・信國製茶は、来年５
月に開催される全国大会に向け、商品にさらに磨きをか
けていきます。他出場者も、今回をきっかけにそれぞれ
の販路で相良ブランドを発信していきます。

相 良 村 出 場 者 が 大 活 躍 !
　10 月 29、30 日（土日）
に開催された、くまもと県
民テレビ（KKT）主催「夢ま
ちランド」で商品を販売。
完売する商品もあり、盛り
上がりを見せました。

新商品を「夢まちらんど」で
お披露目

商品開発に４か月　実を結ぶ

多くの人が相良村ブースに足を止めた

豆腐のシフォンケーキ

親父が頑固に打ち込んだ豆腐作り。
私たちが頑固に受け継いでいく。

　父・牧野信一郎さん（中四浦）から豆腐づくりを継ぐ、
耕
やす

丈
とも

さん・恭子さんきょうだいは、コラボではなく独自の
アイデアで勝負。豆腐のシフォンケーキをメーンに、豆腐
の創作料理を出品しました。２人は、「豆腐は日本が誇る万能
フード。その無限の可能性を伝えていきたい」と想いを語
りました。

宮﨑さん、田副さんも
存在感を発揮

　宮﨑製茶の宮﨑三枝さん（朝の
迫）は、神奈川県横浜市からお茶
農家に嫁いできた異色の経歴の持
ち主です。
　宮﨑さんは、都会でストレスを抱
えながら働いていた経験から、「お
疲れ働き女子へホッと一息」という
商品を開発。ティーパックで手軽に
飲める女性向けのお茶セットです。

「ペットボトルの
お茶では叶えら
れない、癒しの
ひと時をうまく
実現した」と評
価されました。

　川漁師の田
た

副
ぞえ

雄一さんは、出場
者で唯一、食べ物・飲み物でない
商品で勝負。小石に絵を描く「ス
トーンオブジェ」作りや、川遊
びを体験させるツアーを開発しま
した。これは、川の増水で堆積し
た小石をなんとかしたいとの想い
で考案。カップルや家族向けであ
ることから、「相性が良くなる村」
にピッタリな商品です。

相良村のクリのおいしさを伝えたい。

　クリ農家の牧山さん（新村）は、熊本県名物の「いきなり
団子」をモデルに「くりなり団子」を出品。生地の中はイ
モではなく、クリが丸ごと１個入っています。味はあんこ
味と、川上製茶の挽き茶を餡

あん

に練りこんだお茶味の２種類。
優しい甘みが好評でした。牧山さんは「この賞は、２２年
間続けてきた『食』のボランティアの賜物」と涙ながらに
感想を述べました。

審査員特別賞
親父のガンコとうふ

くりなり団子
敢闘賞　牧山規矩子さん

川のプロならではの発想が評価された

トップバッターの大役
を見事に果たした
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相良ブランディング通信

　株式会社アクティブラーニング代表、羽根拓也氏が手が
ける「ニッポンの宝物プロジェクト」。地域に眠る資源を
掘り起こして「コラボ商品化」し、全国各地でグランプリ
を開催してスポットライトを当てています。その熊本県審
査会が１０月２１日（金）、熊本市内のホテルで開催されまし
た。当大会は全国、世界大会へとつながるビッグチャンス。
相良村からは、ことしの７月から「コラボ商品開発会議」

で商品化を進めてきた、６組が出場しました。
　審査方法はプレゼンテーション方式。料理人や百貨店
経営者など多業種からなる審査員が、商品のデザインや
味だけでなく、込められた想いや背景を審査します。
　結果は、冷水でも深い味わいが出るお茶を開発した、
川上製茶（中央）・山村製茶（上四浦）が見事グランプリを
獲得。また、準グランプリ、審査員特別賞、敢闘賞も村

相 良 村 出 場 者 が 大 活 躍 !くまもとの宝物
コラボグランプリ

高校生が作るおいしいミルク学校

日本最古のお茶

たくさんの人に球磨人吉の牛乳を味わってほしい。

　南稜高校生が作る牛乳を使った、アイスクリームを出品。同じく高校生が作ったお米を
入れたミルク味と、信國製茶の紅茶を使った紅茶味を開発しました。アイスにお米を入れ
る斬新な発想と、独特の食感が審査員を驚かせました。南稜高校出身の信國晋太郎さん

（上四浦）は、「未来を担う高校生とのコラボはとても可能性を感じた。母校に貢献できて嬉
しい」と受賞を喜びました。

千年続く相良の茶を、私たちが次の千年に繋げていく。

　審査員満場一致でグランプリを獲得。若い人でも手軽に飲んでもらえるよう、冷水でも
飲めるお茶を出品。千年以上続く相良村のお茶の歴史を、若い後継者がつなぐストーリー
が評価されました。羽根氏は「冷水でこんなにきれいな色、深い味が出るとは驚き。世界
に売り出せる商品」と絶賛しました。

準グランプリ　南稜高校×信國製茶

グランプリ

川上製茶×山村製茶
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　１０月１９日（水）、錦町民
グラウンドで開催された、平
成２８年度球磨郡老人クラブ
連合会グラウンドゴルフ大
会。３２チームが腕を競い、
相良村からは４チームが出場
しました。
　見事、「相良Ｃチーム」が
１８１打、ホールインワン５
回で３位に輝きました。

　１０月１７日（月）、第４１
回村民ゲートボール大会に３
チーム１４人が参加。山田
トナミさんが熟練の技を見
せ、Ｂチームの優勝に貢献し
ました。
【成績】優勝：Ｂチーム
最高齢者賞
男性：上村長利（十島）88 歳
女性：山田トナミ（井沢）91 歳

　１１月１日（火）の村民グラ
ウンドゴルフ大会では、西
久美子さん（松葉）と川邊朝子
さん（松葉）が大接戦。３６打
の同点でプレーオフに持ち込
み、１ホールの打数を競いま
したが、勝負がつかず。２回
目でようやく西さんに軍配が
上がりました。また、３位と
４位の選手もプレーオフで勝
負が決するなど、白熱した戦
いに会場は盛り上がりを見せ
ていました。

３位に輝いた
「相良 Cチーム」の皆さん

１番ゲート通過なるか？

短い距離でも油断大敵

多忙な日々忘れ、
親子で稲刈り体験

相良チーム、
郡３位の快挙！
郡老連グラウンドゴルフ大会

最高齢山田さんの
プレー光る
村民ゲートボール大会

接戦制し西さん V
村民グラウンドゴルフ大会

たわわに実った稲穂に感謝
南小学校稲刈り体験

実
り
の
秋
を
実
感

稲
刈
り
の

季
節
本
番

　１０月１日（土）、熊本地震で被災した益城
町、西原村などの児童や親子２９名が、村に
稲刈り体験に訪れました。今回刈った稲は、
６月に同じく被災地から児童を迎え入れ、田
植え体験を行ったときのものです。
　残暑厳しい中、児童らは鎌を持ちいざ挑戦。
初めて体験する児童も次第に上達していき、
稲の束がどんどんできあがっていきました。
益城町の小学４年生、恒松大智くんは「稲刈
りはとても久しぶり。コツを覚えていたので
上手にできた」と満足げに話していました。

　１０月２０日（木）、年間を通して米作り
について学ぶ南小学校５年生３４名が、も
ち米の稲刈りを体験しました。児童らはこ
とし５月の種まきから米作りに触れ、６月
の田植えや稲刈り前の草取り作業など、愛
情込めて成長を見守ってきました。
　児童らは鎌を手に元気よく田に飛び出し、二
人一組で手際よく稲を刈っていきました。１２
月には、収穫したもち米でもちつきを行いま
す。園田大

たい
優
ゆう
くん（永谷）と中村遥人くん（上園）

は「おいしそうに育ってくれて嬉しい。もちつ
きが楽しみ」と明るい表情で話してくれました。

3 3
3

健
康
の
秘
訣
は
こ
れ
！

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

お母さんが、稲を刈りやすいように
支えてあげる

両手いっぱいの稲穂を喜ぶ児童ら
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文豪小山勝清の生き様にふれる
生誕120年記念講演会

10/22
（土）

　相良村出身の文豪、小山勝清氏の生誕１２０年
を記念し、総合体育館で講演会が開かれました。
講師は小山氏の親戚にあたる上田精一氏。
　小山氏は四浦（晴山）の生まれ。『彦一とんちば
なし』や『それからの武蔵』などを執筆し、人気
を博しました。作品には、社会的弱者の味方に立
ち続ける彼の人生観が表れています。これは、若
い頃に労働運動などで味わった多くの挫折からく
るもの。そして心に傷を負うたびに帰郷し、傷を
癒していました。上田氏は「四浦は彼の執筆活動
の原点。こんなにふるさとを愛した作家はいない。
その偉業を後世に伝えるため、生家を保存し、文
学館を設置してほしい」と提言しました。

　あさぎり町のあさぎり中学校を発着点に開かれ
た、球磨人吉中体連駅伝競走大会。相良中学校か
ら男女各１チームが出場し、残暑厳しい中、襷を
ゴールまで運び切りました。
　午前中に女子の部（５区間 12km）がスタート。
１区の尾方唯莉さん（上川上）が先頭集団を形成す
るなど、随所に光る走りを見せましたが上位入賞
はなりませんでした。
　暑さが増す正午に男子の部（６区間 20km）がス
タート。アンカーまで上位に食らいつき、５位で
ゴールしました。激闘を制したのは人吉第二中学
校。２年連続でアベック優勝を達成しました。

子どもたちの応援を背に力走する、
男子５区の上村陸斗選手（十島）

残暑に負けず、繋いだ襷
たすき

中体連駅伝競走大会
10/18
（火）

　相良村シルバー人材センター会員３３名が、総
合運動公園の清掃活動を行いました。
　１０月は、全国的にシルバー事業の普及・啓発の
ために社会奉仕が行われる「シルバーの日」。村シル
バー会員は、皆が快適に利用できるように、グラウ
ンド内の除草や遊具周りの草払いに汗を流しました。
　特にグラウンド内は広範囲に雑草が生え、大変
な手作業でしたが、地道にコツコツと草を取って
いきました。
　シルバー会員の頑張りは、グラウンドゴルフや
野球など、普段行われる村民の健康増進に貢献し
ています。

腰を曲げての重労働。
声を掛け合いながら精を出した

公園を快適に使ってもらえるように
シルバーの日、会員が清掃活動

10/6
（木）

石倉の可能性探る
ブランド会議メンバー、水上村石倉を視察

自身と小山氏の関わりを
語る上田氏

相良村の石倉

水上村石倉の内装や構造
を視察するメンバーら

村内外から約 70 人が
講演に耳を傾けた

　柳瀬簡易郵便局の道向かいにある、かつて JAが
倉庫として使用していた石倉。その再活用が検討さ
れています。検討委員は、村民のほか村外の有識
者を含む１５名の「相良ブランドデザイン会議」の
メンバー。移住定住促進に向け、村のブランド化の
方向性を検討するため、ことし９月に発足しました。
　当会議メンバーが１２日（水）、会議や宴会場など多
目的ホールとして利用されている水上村の石倉を視
察しました。外観や内装を細かく視て回り、得たヒン
トをもとにこれから検討を重ねていきます。今後石
倉がどう生まれ変わるのか、注目が集まっています。

10/12
（水）
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平成２８年分所得申告に係る納税相談のご案内

　平成２８年分の所得税（国税）と住民税（村・県民税）の納税相談期間は、

　 平成２９年２月１６日（木）～３月１５日（水）です。

　また今年度から、マイナンバー法の施行に伴う個人情報保護の観点から、

納税相談会場については全日程を「ふれあいセンター」で行います。
（日程や割当地区については広報さがら１月号でお知らせします。）

　納税相談で提出された申告書は、村・県民税の課税資料のほか、国民健康保険税や介護保険料の算定資料に
もなるため、申告がない場合、適正な算定（軽減や減免など）ができません。公営住宅や児童手当、保育園など
の手続きに必要な所得証明書も発行できません。

（ただし、所得が給与所得のみで、事業主から「給与支払報告書」が相良村に提出されている方、公的年金のみ
で所得控除の必要がない方は、申告する必要はありません。）

納税相談日の当日に持参すべきもの

（１）個人番号（マイナンバー）関係書類
　平成２９年１月１日からの申告については、個人番号（マイナンバー）による本人確認が必要に
なりました。
　本人確認方法は次のいずれかの方法で行います。
　　①マイナンバーカード
　　②通知カード及び運転免許証などの顔写真付きの身分証明書
　　③マイナンバーが記載された住民票の写し及び運転免許証などの顔写真付きの身分証明書

（２）印鑑・通帳
　所得税の納付または還付には、口座振替または口座振込の利用をお願いすることになりますので、
銀行、農協、郵便局などの預金通帳及びその預金通帳に登録してある印鑑を必ずご持参ください。

（３）給与所得及び雑所得（年金など）のある方は源泉徴収票（原本）
　所得税の納付や還付の際、確定申告書に添付する必要があります。

（４）身体障害者手帳（交付されている方）

（５）障害者控除対象者認定書（介護）

（６）農業所得・営業所得などのある方は帳簿（ノート）など収入や必要経費など確認できる書類（領収書など）
※ 平成２６年 1 月から帳簿への記帳と保存が始まっています。
※ 当日は、帳簿など（ノート）を持参のうえ申告会場へご来場ください
　（注）コピーは認められません。

（７）社会保険料控除（国民年金など）、生命保険料（新・旧）・個人年金保険料控除、地震保険料控除、医療
費控除、寄附金控除などを受けられる方は、平成２８年中に支払った分の証明書または領収書の原本
　医療費控除の領収書については、病院ごとに集計のうえご持参ください。

税務課からのおしらせ
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こ
と
し
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
。
日
に
日
に
寒
さ
が
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し
て

き
て
い
ま
す
が
、
風
邪
な
ど
ひ
か
れ
な
い

よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
10
月
は
、
料
理
教
室
を
開
催
。
鮭
と
ト

マ
ト
の
ホ
イ
ル
蒸
し
焼
き
な
ど
を
作
っ
て

食
べ
た
り
、
む
し
歯
に
な
ら
な
い
た
め
の

基
礎
知
識
の
お
話
を
聞
い
た
り
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　

12
月
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
の
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
友
達

を
誘
っ
て
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
!!

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
２
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
14
日
・
28
日

○
錦
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
７
日
・
21
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
12
月
分
〉

風
し
ん
抗
体
検
査
や
予
防
接
種

に
は
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
赤
ち
ゃ
ん
に
先
天
性
異
常
を
起
こ
す
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
を
予
防
す
る
た
め
、

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
希
望
す
る
方
は
、
保
健
係
ま
で
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
風
し
ん
抗
体
検
査

　
個
人
負
担
な
し（
熊
本
県
事
業
）

■
対
象
者

・
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者

・
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い（
Ｈ
Ｉ
抗

体
検
査
で
16
倍
以
下
）妊
婦
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者

　
※
次
の
人
は
対
象
者
か
ら
除
き
ま
す
。

・
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た

方
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ
る
方

・
検
査
で
確
定
診
断
を
受
け
た
風
し
ん

の
既
往
歴
が
あ
る
方

○
風
し
ん
予
防
接
種

　
助
成
額　
１
人
５
，０
０
０
円

■
対
象
者

・
風
し
ん
抗
体
検
査
で
予
防
接
種
が
必

要
と
診
断
さ
れ
た
方

・
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
に
お
い

て
、
Ｈ
Ｉ
抗
体
価
が
16
倍
以
下
相
当

だ
っ
た
方
の
う
ち
、
妊
娠
を
希
望
す

る
方

【
問
合
せ
先
】

　
保
健
係

の保健福
祉

ひろば

12月の小児科在宅当番医
４日㈰	増田クリニック　小児科
11日㈰	公立多良木病院　小児科
18日㈰	たかはし小児科内科医院
23日㈷	やまむら医院
25日㈰	増田クリニック　小児科
29日㈭	たかはし小児科内科医院
30日㈮	やまむら医院
31日㈯	人吉医療センター　小児科

２２－３５７０
４２－２５６０
２４－２２２２
４５－０００５
２２－３５７０
２４－２２２２
４５－０００５
２２－２１９１

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

■日時／１２月２１日（水）　９：３０より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１６日（金）までお知らせください。
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保健福祉のひろば

■受付及び受付場所
受　  付　  日 時　　間 受  付  場  所

平成２９年１月１３日（金） ８：３０
～１７：００

相良村役場
２階　大会議室

◎保育所（園）は、保護者が働いているなどの理由によって、保育を必要とする児童を預かり、保護者に
代わって保育することを目的とした児童福祉施設です。なお、上記日程で都合のつかない方は、随時
受付いたしますので、事前にご連絡をお願いします。

■入所基準
・家庭外労働や家庭内労働（自営業、農業、内職など）をしている方
・妊娠中であるか、出産後まもない方
・保護者の疾病・障がい、病人の看病や介護をしている方　　など

■受付日に持参するもの
入所申込みに必要な書類 備　　　考

①施設型給付費・地域型
給付費支給認定（現況届）
申請書兼入所申込書

・入所申込児童１人につき、１枚必要です。
・現在入所している児童については、事前に関係書類を配付いたします。
・新規に申込みされる方については、事前に申込書を役場保健福祉課福祉係で
受け取りください。
　（暁保育園、なつめ保育園、四浦保育所あざみ園にも申込書を置いています。）

②面接調査票 ・世帯１枚
・「裏面、祖父母の状況」も必ず記入してください。

③保育を必要とする証明 ・児童と同居している父母および 65 歳未満の祖父母の方、それぞれ必要です。

④マイナンバー確認書類 ・個人番号カードまたは通知カード

⑤委任状 ・申請者本人が提出の場合は不要

⑥身元確認のための書類 ・書類を持参される方の身分証明書
　（個人番号カード、運転免許証、パスポートなど）

⑦印　鑑

⑧平成 28 年度課税証明 平成 28 年 1月 1日に、相良村に住民票がない方で新規に申し込みをする方。

《注意事項》
・「個人番号カード（マイナンバーカード）」は、「番号確認」と「身元確認」の両方を行えることから、「身元
確認のための書類」の提示の必要はありません。
・①～③の用紙は、相良村役場保健福祉課及び村内各保育所（園）にありますので、必要事項をご記入、押印
のうえ、当日ご持参ください。
・在宅障害者（児）がおられる世帯については、該当者の障害者手帳の写しを添付してください。

保育料の未納がある方は、早急に納入されますようお願いします！

【問合せ先】福祉係　☎３５－１０３２（直通）

平成29年度（平成29年4月1日からの入所分）の 保育所入所を受付けます
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保健福祉のひろば

　年末年始は村内ごみ収集、クリーンプラザともに１２月３１日から１月３日まで休止になります。
　なお、年末は大変混雑しますので、直接搬入をされる場合は早めの搬入をお願いいたします。

１２月 村ごみ収集 クリーンプラザ
22 木 実施 開場
23 祝 中止 休場
24 土 休業 休場
25 日 休業 開場
26 月 実施 開場
27 火 実施 開場
28 水 実施 開場
29 木 実施 開場
30 金 実施 開場
31 土 休業 休場

１月 村ごみ収集 クリーンプラザ
1 日 休業 休場
2 月 休業 休場
3 火 中止 休場
4 水 実施 開場
5 木 実施 開場
6 金 実施 開場
7 土 休業 休場
8 日 休業 開場
9 祝 実施 休場
10 火 以降、通常どおり

【問合せ先】保健係
　　　　　　人吉球磨クリーンプラザ　☎ 2 2 - 1 4 14
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年末年始のごみ出しは計画的に
　　年末年始ごみ収集計画およびクリーンプラザ開場日程
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学校保健委員会だより

　相良村では、村内保育園の年長・年中児の希望児を

対象として「フッ化物洗口事業」を実施しています。

村内小・中学校でも、希望者を対象に週 1回実施して

います。プクプクうがいも定着してきました。みんな

上手にしています。

　では、むし歯の状況をみてみます。むし歯有病率

をみると、平成２６年度１歳６か月児健診の結果で

は、有病者率８.５７％（熊本県平均２.７５％）、３歳

児健診の結果では、有病者率は３６.０％（熊本県平均

２５.０８％）で、どちらの健診でも県平均に比べて高

値でした。健診後には歯科医師より、むし歯予防ミニ

講話をしていただいています。今後永久歯が生えてく

る大事な時期にしっかりとむし歯予防について考える

よい機会となっています。フッ化物洗口事業を開始し

て、どれだけむし歯予防ができていくか今後が楽しみ

です。（参考資料：熊本県健康づくり推進課）

　歯と口腔の健康には、「歯磨き」と「適正な食習慣」

が不可欠です。それにフッ化物を利用するとさらに効

果があると言われています。むし歯や歯周病は、お口

に限定されることではなく、全身の健康にも関係が深

いことがわかってきました。

　また、『お口の健康　歯ッピィー手帳』という手帳が

あります（平成２５年１１月人吉・球磨地域歯科保健推

進連絡会作成）。８０２０（ハチマルニイマル：８０歳に

なっても２０本以上の自分の歯を保つ）をめざし、乳歯

から永久歯まで、歯や口の中の健康状態が記入できる

ようになっています。かかりつけの歯科医院で、定期

的にチェックを受けることで、自覚症状の少ない歯周

病などを早期に発見することができます。「むし歯に

ならないためにはどうしたらいいか？」を家族で考え、

家族みんなで歯磨きをし、いつまでも自分の歯で楽し

く食事ができるように過ごしていきたいものです。

　よい生活習慣で歯周病とむし歯などを予防することに

より、健康（健口）な未来へとつながっていくと思います。

学校保健委員会だより
「早寝・早起き・朝ごはん」
～子どもたちの健康（健口）な未来のために～

保健師　大土手　圭井子

南小学校 北小学校 中学校

12
　
月

６日 県学力調査
７日 委員会活動
５日 振替休業日

（12/10分）
10日 持久走大会
　　 土曜授業
　　 授業参観
19日 クラブ活動　
22日 終業式
23日～ 冬期休業日

２日 持久走大会
　　 学期末PTA
６･７日 県学力調査
８日 人権集会
16日 租税教室
19日 漢字検定
20日 計算大会
22日 終業式
23日～ 冬期休業日

１日 人権集会
９日 1･2年PTA
　　 合唱コンクール
10日 PTA門松作り
12～15日 三者面談
12～14日
　　 2年生修学旅行
21日 長距離走大会
22日 終業式
23日～ 冬期休業日

1
　
月

10日 始業式
11日 委員会活動
19日 授業参観

10日 始業式
17日 避難訓練（地震）
18日 カルタ大会

10日 始業式
11～12日
　　 1･2年課題テスト
　　 3年校内模試

第 16回

ごぞんじですか？　相良村の小・中学校の図書館は児童や生徒、先生方だけではなく、地域の
方も利用することができます。あわせて総合体育館の図書コーナーもどうぞご利用ください！

いこい♪図書館

担当：相良中学校　鵜口

【相良中学校図書館】
◦図書蔵書数・・・１１，０７３冊
◦貸出・返却日・・月～金（祝祭日は休み）
　　　　　　　　午前８時～午後４時３０分
◦貸出期間・・・・・４週間、４冊まで

学校開放時など、お気軽に学校図書館へお越しください♪

今回紹介した本は、相良中学校でも借りることができます。
☆ご利用についてのお問い合わせは、各学校の担当までお願いします。

　画家・立原位貫（たちはら いぬき）さんの
美しい装丁で、思わず手に取りたくなる一冊
です。
　ページを開くとまず、立原さんの１２枚の
版画。これがとても“雅”。それに続く江國さ
んのわかりやすい文で書かれた物語。
　中学一年生の国語の教科書にも紹介してあ
ります。

※小・中学校の12月、1月の大まかな行事 【本のおすすめコーナー】

新潮社
文・江國香織
画・立原位貫

『 竹取物語 』
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香
典
返
し
〈
10
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

野
村
　
律
子
（
松
馬
場
）

信
國
　
敏
彦
（
上
四
浦
）

鍬
田
　
翼
美
（
並
木
野
）

早
川
ミ
ヨ
子
（
松
　
葉
）

奥
山
　
利
髙
（
十
　
島
）

田
端
　
　
忠
（
上
川
上
）

瀬
音
　
益
子
（
新
　
村
）

世帯数　1,653世帯（±０）
男　　　2,220人　（±０）
女　　　2,439人　（△１）
計　　　4,659人　（△１）

相
良
村
の
人
口
と
世
帯

（
10
月
末
現
在
）

※（
　
）内
は
、
先
月
末
と
の
差
で
す
。

※
外
国
人
住
民
を
含
め
た
集
計
で
す
。

　
11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す
。
労
働
保
険
と

は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
を
合

わ
せ
た
総
称
で
、
政
府
が
取
り
扱

う
保
険
制
度
で
す
。
事
業
の
種
類

や
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
労
働
者
を

１
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

は
、
加
入
手
続
き
を
行
い
労
働
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん（
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
く
）。

　

労
働
保
険
に
加
入
す
る
と
、
労

働
者
が
業
務
上
や
通
勤
中
に
お
い

て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
か
か
っ

た
場
合
な
ど
に
労
災
保
険
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
リ
ス
ト

ラ
や
倒
産
な
ど
に
よ
り
失
業
し
た

場
合
の
失
業
給
付
や
、
在
職
中
の

育
児
及
び
介
護
休
業
給
付
な
ど
も

受
け
ら
れ
ま
す
。
未
加
入
の
事
業

主
の
方
は
速
や
か
に
加
入
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

人
吉
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
６
６

−

２
２

−

５
１
５
１

　

熊
本
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６

−

２
１
１

−

１
７
０
２

　

農
地
に
建
物
を
建
て
た
り
、
資

材
置
場
や
駐
車
場
に
す
る
な
ど
、

農
地
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
場

合
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。
許
可
を
受
け
ず
に
無
断
で

転
用
を
行
っ
た
場
合
は
農
地
法
違

反
と
な
り
、
違
反
転
用
を
行
っ
た

者
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
土
地
所
有

者
に
対
し
て
も
厳
し
い
罰
則
が
あ

り
ま
す
。
転
用
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
相
良
村
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

相
良
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
３
５

−

１
０
３
７

おしらせ

「
労
働
保
険
」
の

加
入
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
？

農
地
の
無
断
転
用
は

法
律
違
反
で
す
！

　平成２９年成人式を次のとおり開催いたします。

■日時　平成２９年１月４日（水）
　　　　受付：１２時３０分～
　　　　開式：１３時００分～

■場所　相良村総合体育館　１階研修室

■対象　平成８年４月２日～平成９年４月１日生
まれで、相良村在住、または村内出身の方
※対象者には、１１月中に案内状を送付

いたします。

【問合せ先】　相良村教育委員会 社会教育係
　　　　　　☎３５－１０３９

　第３９回相良村民駅伝大会を次のとおり開催し
ます。村民の皆様の応援をよろしくお願いします！

■期日　平成２９年１月１５日（日）　小雨決行

■時間　開会式　　９：２０～
　　　　出　発　１０：００

■コース（周回）　ふれあいセンター横～
　JA 相良店前～元アップテニス横～教育委員会前
　（総延長 12.14 ㎞）

【問合せ先】　相良村教育委員会　社会教育係　
　　　　　　☎３５－１０３９

平成２９年相良村成人式の
ご案内村民駅伝大会のご案内
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村長エッセー 「今でもTPP反対です！」

　ことしも月カレンダーが最後の一枚となりました。この一年間、村民の

皆様と共に豊かな相良村づくりのために働くことができたことに感謝いたし

ます。

　また、ことしは四浦村と川村が合併して６０年という大きな節目の年でした。

今の相良村があるのも、先人の多年にわたる地域づくりの努力の成果であり、

またそれをしっかりと継承し発展させた現在の相良村民の皆様の力であり

ます。今後はこの相良村誕生６０年をきっかけとして、さらに豊かなそして

誇りある村づくりを皆でしていき、次世代に繋げなければならないと思い

ます。

☆

　非常に大雑把な話をすると、国と国が貿易する場合に、輸入する国が入ってくる物に対して税金を課す

ことによって物価調整をしています。TPP（環太平洋経済連携協定）はこの税金を無くしてしまう話です。

この税金（関税）を無くしてしまうと大企業を中心とした日本製品の輸出が増大します。また農作物の輸入

が増大し、消費者から見れば肉などは安くなりますが、食料自給率が４０％から１３％に下がると試算さ

れています。日本農業への打撃は計り知れないものがあります。

☆

　先日、東京へ出張した時の話。国会議員会館に背中を向けて、道路に向かって、地方から来た大勢の農

業団体の人たちがのぼり旗を立てて「TPP 断固反対！」の気勢を上げていました。そこにその選挙区出身

で「TPP 賛成」の与党国会議員がニコニコ笑顔でやって来て、「お疲れです！皆さん頑張ってください！」と。

　これは熊本県関係の話ではありませんが本当の話です。子どもでも分かる意味不明の構図となっている

ことにお気付きだと思います。国会議員のこの矛盾だらけの行動は、とても信念ある政治家とは思えま

せん。

　そして国会議員が地元で真正面から農家に耳を傾けていけば、お金と時間をかけて農業団体は東京に行

かなくても済みます。農業団体とて、地元でその賛成している国会議員に「TPP に反対しないともう応援

しないですよ！」くらいのこと言わずして、本気度は伝わらないと思います。

　厳しい言い方ですが、これは氷山の一角の話であって、とても民主主義とは言えない現場を見てしまい

ました。これで日本が良くなればいいのですが ･･･。

☆

　TPP はいったん参加すると、自国にとって都合が悪いからといって脱退はできません。アメリカの企業

から損害を受けたとして、一方的に損害賠償を請求できる条項もあります。農業に限らず医療保険などに

も大きく影響してきます。私は反対です。

☆

　今回はちょっとかたい話になりました。ことしも残すところあと一か月です。一日いちにち健康で過ご

され、素晴らしい新年をお迎えください！

相良村長

德 田  正 臣
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熊本県水とみどりの森づくり税  ～豊かな森林を次の世代へ～

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

●北小学校持久走
　大会

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

4 5 6 7 8 9 10
◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

◆こころの健康相
談（要予約）

●中学校合唱コン
クール

●南小学校持久走
大会

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

11 12 13 14 15 16 17
●雨宮神社大祭
●茶湯里年末感謝
　祭＆牛深海鮮ま
つり

◆７か月育児学級
　（山江会場）
（H28.5生）

◆ちゃちゃクラブ ◆３～４か月児健診
　（相良会場）　　
　（H28.8.6～

H28.9.5生）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

18 19 20 21 22 23 24
●球磨一周
　駅伝大会
●中学校吹奏楽部
定期演奏会

　（総合体育館
　研修室）

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

●中学校長距離走･
　駅伝大会

●小中学校終業式 ●天皇誕生日

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

25 26 27 28 29 30 31
●税務課収納窓口
　延長
　（午後７時まで） ●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

●総合体育館休館日

★１２月は村県民税・固定資産税第７期及び国民健康保険税第
８期の納付月です。納め忘れのないよう便利な口座振替のご
利用を！

★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月
２５日です。（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

12月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

　熊本県では、平成１７年度から「熊本県水とみどりの森づくり税」
（年間個人 500 円、法人千円～４万円）を活用し、水を蓄え、災害を
防止するなどの森林の公益的機能の向上を図り、森林を元気な姿に
するための取組を展開しています。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

　　熊本県水とみどりの森づくり税　検索

■問合せ先

　熊本県農林水産政策課
　TEL.0 9 6 - 3 3 3 - 2 4 2 2 ©2010

熊本県くまモン

総合体育館休館　平成28年12月29日～平成29年1月3日
年末警戒



Pick Up Persons

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
に
出
場

　

全
国
の
中
学
生
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
集
う
こ
の
大
会

は
、
10
月
28
日（
金
）か
ら
30
日（
日
）に
か
け
て
、
神
奈
川

県
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
尾
方
唯
莉

さ
ん
と
永
井
駿
く
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
、
２
年
女
子
と
１
年
男

子
の
１
５
０
０
ｍ
に
出
場
。

　

尾
方
さ
ん
は
「
決
勝
に
進
め
ず
残
念
。
全
国
の
雰
囲
気

は
、県
予
選
と
一
味
違
い
、緊
張
で
体
が
ガ
チ
ガ
チ
に
な
っ

た
」
と
悔
し
い
表
情
を
見
せ
ま
し
た
が
、「
こ
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
４
分
30
秒
台
を
目
標
に
、
来
年
こ
そ
は
決
勝

で
走
り
た
い
。
ま
た
、
８
０
０
ｍ
で
も
全
国
を
目
指
し
、

２
分
10
秒
台
を
目
標
に
練
習
を
頑
張
り
た
い
」
と
前
を
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

尾
方
さ
ん
が
陸
上
を
始
め
た
の
は
小
学
校
２
年
生
の
と
き
。

「
お
父
さ
ん
に
無
理
や
り
練
習
に
連
れ
て
行
か
れ
た
の
が

き
っ
か
け
。
最
初
は
き
つ
い
ば
か
り
で
嫌
だ
っ
た
」
と
苦

笑
し
な
が
ら
も
、「
今
は
と
て
も
楽
し
い
。
走
り
終
え
た

達
成
感
が
魅
力
」
と
陸
上
が
大
好
き
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

永
井
く
ん
も
決
勝
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県

予
選
よ
り
も
好
タ
イ
ム
を
出
し
、
大
舞
台
に
物
怖
じ
し
な

い
強
さ
を
発
揮
し
ま
し
た
。「
自
分
の
レ
ベ
ル
や
目
標
が

は
っ
き
り
わ
か
り
、
い
い
経
験
に
な
っ
た
。
４
分
15
秒
を

目
標
に
、
自
分
も
決
勝
進
出
を
目
指
す
」
と
強
い
決
意
を

み
せ
ま
し
た
。

　

永
井
く
ん
が
陸
上
を
始
め
た
の
は
小
学
校
３
年
生
の
と
き
。

２
つ
上
の
兄
・
智
久
く
ん
も
同
じ
中
長
距
離
選
手
で
、
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。「
レ
ー
ス
で

き
つ
い
と
き
も
、そ
れ
以
上
に
き
つ
い
練
習
を
思
い
出
し
、

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
て
ゴ
ー
ル
で
き
た
と
き
が
と
て

も
嬉
し
い
」
と
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
上
村
善
照
さ
ん（
十
島
）は
、「
２
人
が
言
う

よ
う
に
、
全
国
は
と
て
も
い
い
勉
強
に
な
っ
た
。
当
日
は

雨
が
強
く
、
ト
ラ
ッ
ク
の
状
態
が
悪
い
中
、
い
い
走
り
を

み
せ
て
く
れ
た
と
思
う
。
２
人
が
持
つ『
来
年
も
全
国
を
』

と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、
指
導
に
あ
た
り
た
い
」
と
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

相
良
村
に
は
、
他
に
も
す
ば
ら
し
い
ラ
ン
ナ
ー
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
日
遅
く
ま
で
続
く
ハ
ー
ド
な

練
習
の
賜
物
。私
た
ち
は
村
の
宝
で
あ
る
彼
ら
を
見
守
り
、

さ
ら
な
る
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
舞
台
で
力
走

　
　
　
　
さ
ら
な
る
高
み
へ
。

尾
方
　
唯
莉
さ
ん（
上
川
上
）

永
井
　
駿
く
ん（
平
原
）　
　

子
ど
も
さ
ん（
赤
ち
ゃ
ん
）の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
誕

生
日
の
記
念
に
い
か
が
で
す
か
？

イ
チ
バ
ン
ち
ゃ
ん

募
集
中
!!

メッセージ

〈問合せ先〉
総務課 35-0211

わがやのイチバン

Vol.437
村
木
/茶

村
花
/福
寿
草

村
鳥
/セ
キ
レ
イ

【
今
月
の
表
紙
】

「お姉ちゃんといっぱい遊んでね！」

お
父
さ
ん

：

裕
貴
さ
ん

お
母
さ
ん

：

真
奈
さ
ん

　

川か

わ

な

べ邊 

巧こ

う

雅が

 

く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　（
朝
の
迫
）

生
年
月
日:

平
成
28
年
5
月
27
日

さ
が
ら
産
業
文
化
祭
、
２
日
目
の
メ
ー

ン
ゲ
ス
ト
は
演
歌
歌
手
の
細
川
た
か
し

さ
ん
。
会
場
は
村
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
細
川
さ
ん
は
美
声

を
響
か
せ
な
が
ら
会
場
を
回
り
、
た
く

さ
ん
の
人
と
握
手
を
交
わ
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
を
代
表
す
る
演
歌
ス
タ
ー

の
姿
は
、
皆
さ
ん
の
一
生
の
思
い
出

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

編
集

・
発

行
／

熊
本

県
球

磨
郡

相
良

村
総

務
課

〒
868-8501 熊

本
県

球
磨

郡
相
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